
 

 

会議録（１） 

会議の名称   令和 7年度第 1回飯能市児童福祉審議会 

開 催 日 時   令和 7年 7月 30 日（水） 

  開会 午後 3時 00 分  閉会 午後 4時 30 分 

開 催 場 所   飯能市役所本庁舎 5階 第 3委員会室 

会 長 氏 名   井上 久美子 

出 席 委 員 森田 明美  岡野 清史  井上 久美子 安藤 幸雄 

髙橋 このみ 小玉 育代  川西 輝明  神谷 岬 

金子 怜子   

欠 席 委 員   清水 雅徳 

説 明 者 の 

職 氏 名 

飯能市長 新井 重治 

こども支援部長 内沼 和彦 

健康推進部長  関根 浩司 

こども支援部参事兼保育課長 佐野 敬子 

健康推進部参事兼保健センター所長 生井 隆 

こども支援課長 須田 あゆみ 

     手当・総務担当 末次 和宏 

     子育て総合センター 島野 真弓 

     相談支援担当 内山 理恵 

保育課  保育政策担当 井上 実可 

     管理・給食担当 谷田部 ひとみ 

     認定・給付担当 坂上 妙子 

     浅間保育所 東海林 麻也 

こども施設課長 整備推進担当 浅見 洋 

保健センター 保健推進担当 川村 裕美子 

傍聴者の数  0 人 

会 議 次 第  別紙のとおり 

配 付 資 料  別紙のとおり 

事務局職員 

職 氏 名 

こども支援課  課長 須田 あゆみ 主幹 島野 真弓 

主幹 末次 和宏  主査 内山 理恵 



 

 

 

会議録（２） 

議事録の概要（経過）・決定事項 

４ 議 事 

（１）子ども・子育て支援事業の進捗状況及び新規事業について 

   配付資料に基づき説明者から説明を行った後、質疑応答を行った。 

 

（２）飯能市こども計画（こども版）の策定について 

   配付資料に基づき説明者から説明を行った後、質疑応答を行った。 

 

（３）「公立保育所のあり方に関する基本方針」に基づく保育所の見直し（案） 

について 

   配付資料に基づき説明者から説明を行った後、質疑応答を行った。 
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会議録（３） 

発 言 者 発 言 内 容 

【委嘱状の交付】 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

保育課主幹 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

参事兼保育課長 

 

 

 

 

 

 

 

新たな委員に対して委嘱状の交付を行った。 

 

本日の議題に入る前に、委員の出席状況を報告いたします。 

委員定数 10 名に対し、9 名の出席をいただいていますので、飯

能市児童福祉審議会条例第 6 条第 2 項の規定による 2 分の 1 以上

の委員の出席がありますので、本日の会議は成立いたします。 

また、本日の審議会は公開となっております。 

それでは、次第 4の議題に入らせていただきます。 

議長は、飯能市児童福祉審議会条例の規定によりまして会長にお

願いいたします。 

 

はじめに、現在、傍聴の希望はありませんが、議題の途中で傍聴

の希望がありましたら、傍聴人の入室を許可いたします。 

 

それでは、次第 3の議題に入ります。 

議題（1）子ども・子育て支援事業の進捗状況及び新規事業につ

いて事務局より説明をお願いいたします。 

 

資料 1-1 に基づき、子ども・子育て支援事業の進捗状況について

（特定教育・保育施設・特定地域型保育事業）の説明を行った。 

 

説明は以上です。委員の皆様からご質問やご意見はございます

か。 

 

令和 7年度について、現状の報告をお願いします。 

 

令和 7 年度計画の量の見込みでございますが、1 号が 830 人、2

号（幼稚園以外）が 813 人、3号（0歳）が 83 人、3号（1・2歳）

が 476 人で、同じく令和 7年度計画の提供体制は、1号が 1,107 人、

2 号（幼稚園以外）が 901 人、3 号（0 歳）が 104 人、3 号（1・2

歳）が 455 人でございます。 

次に令和 7年度実績でございますが、4月現在ですと、1号が 458

人、2号（幼稚園以外）が 717 人、3号（0歳）が 74 人、3号（1・

2 歳）が 460 人でございます。令和 6年度実績と比較して人数が少
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議長 

 

 

 

 

 

 

こども支援課 

手当・総務担当主幹 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

参事兼保育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

参事兼保育課長 

 

 

 

 

なくなっておりますが、途中入園の児童があるため、年度末には数

字が増加してくる予定でございます。 

 

他に質問は、ございますでしょうか。 

 

（質問なし） 

 

ご質問が無いようですので、引き続き、資料 1-2 について事務局

から説明をお願いいたします。 

 

資料 1-2 に基づき、子ども・子育て支援事業の進捗状況（地域子

ども・子育て支援事業）についての説明を行った。 

 

説明は以上です。委員の皆様からご質問やご意見はございます

か。 

 

病児・病後児保育の利用者が 0人であることについて、どのよう

に評価されているのか。次に、飯能市は出生数がそこまで減少して

いないにも関わらず、6歳までのお子さんの人数は減少してきてい

る。減少してきている理由をどのように考えているのか。 

 

病児・病後児保育事業については、昨年度までは病後児保育のみ

市内の私立保育園で実施していたが、受け入れ体制が整っていない

状況であり、緊急時に利用しにくいという意見がありました。また、

飯能市こども計画のアンケートのなかでも病中保育が求められて

いる結果がありました。 

そのような中、令和 6年度にに開設された診療所で病中保育を実

施したいという事業者からの相談があり、市と一緒に準備を進め、

令和 7 年 4 月からクリニックに病中保育が開設されたところでご

ざいます。 

 

このことについて、保育所等での周知はされていますか。 

 

市の広報誌、公立保育については「コドモン」というアプリで、

お知らせを行っています。また、市内の保育施設・幼稚園での会議

を行った際には、リーフレットを配布して周知を行っているところ

です。 
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委員 

 

 

こども支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

こども支援課 

手当・総務担当主幹 

保健センター 

保健推進担当主査 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

他の自治体を参考にして、安全で利用しやすい取り組みを行って

ほしいと考えます。 

 

私からは、出生数に関して回答します。 

飯能市の出生数は右肩下がりになっております。 

令和 5年度は 360 人程度の出生届がありましたが、令和 7年の 4

月・5月の出生届の人数については、19 人・17 人と 20 人を切って

おり、6 月は 22 人と少し持ち直しましたが、このまま推移すると

年間 300 人を切る可能性もあると考えています。 

飯能市の特徴として、近年は転入超過しており、未就学児のこど

もの人数が年齢が上がるにつれ、人数が増加しているのが特徴で

す。このことは、子育て世代の方の転入が受けていることが推測さ

れ、生まれてきたお子さんや、転入されたお子さんがいる世帯が、

別の自治体に転出しないようにする施策が必要と考えています。 

 

他に質問は、ございますでしょうか。 

 

（質問なし） 

 

ご質問が無いようですので、引き続き、資料 1-3 及び資料 2につ

いて事務局から説明をお願いいたします。 

 

資料 1-3 及び資料 2に基づき、子ども・子育て支援事業の実施結

果及び新規事業についての説明を行った。 

 

 

 

説明は以上です。委員の皆様からご質問やご意見はございます

か。 

 

4 点お伺いをさせていただきたい。 

まず初めに、マイ保育所事業について令和 6年度実績が増えてい

る理由を伺いたい。次に、こどもの居場所づくり事業（ゆあスペー

スの業務委託）について、どのような事業展開を想定しているのか。

次に、産後ケア事業について、全国的に利用者が急増しているが、

飯能市では訪問型と通所型、宿泊型、それぞれ母子で利用できるの

か、具体的な内容をお願いしたい。最後に、こども家庭センターに

ついて、本庁舎に相談に来られる方は、どのような方なのか。利便
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浅間保育所長 

 

 

 

 

 

こども支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参事兼保健 

センター所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども支援課長 

 

 

 

性だけではなく、質的な問題も重視する必要があると思うが、どの

ように配慮をしているのかをお願いします。 

 

私からは、マイ保育所事業について回答いたします。 

マイ保育所登録について、令和 6年度の利用が増加している理由

としては、コロナ禍に実施していた規制を解除したためと考えられ

ます。特別なことを実施したというよりは、コロナ禍以前の利用状

況に戻り、子育て相談や入所相談ができていると考えております。 

 

私からは、こどもの居場所づくり事業（ゆあスペースの業務委託）

について回答いたします。 

飯能市でも不登校に悩むお子さんがいる状況が続いております。

その状況が、コロナ禍により課題が顕在化したことから、令和 5年

11 月から、こども支援課の直営事業で、総合福祉センターの 1 室

を借りて試験的に実施しました。 

令和 6年度は、こども支援課で行っている福祉的なこどもの居場

所づくり事業を更に検討し、市内でひきこもりの対応に実績がある

事業所に、令和 7 年度から委託を行っております。この委託によ

り、月 2回の夜間対応が可能となったほか、年に数回のイベントも

実施されています。また、15 歳以降で高校を退学してしまった方

のニーズもあることが判ってきており、こどもだけではなく、その

後成人として成長していく過程においても継続して関わっていけ

ることは事業所の強みであると考えております。 

 

私からは、産後ケア事業について回答いたします。 

産後ケア事業の累計としては、宿泊型、訪問型、令和 6年度から

通所型も入れた 3類型で事業を実施している状況です。年々予算額

も増加している状況であり、令和 6年度は 19 件の利用であったが、

令和 7年度は既に昨年度の実績を超えるような状況があります。 

事業形態については、飯能市が委託している事業所については、

母子のみの事業展開となっており、利用の類型については、保健師

や助産師が面談し、利用者のニーズを確認しながら、適切なサービ

スを決定している状況です。 

 

こども家庭センターの機能強化について回答いたします。 

母子健康手帳の交付や妊婦健康診査助成券の差替えについて、従

前は保健センターの窓口で行っていた事業ですが、令和 7年度から

本庁舎で実施することとなりました。利用に際しては原則予約制と
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議長 

 

 

 

 

 

 

 

こども支援課 

手当・総務担当主幹 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育課主幹 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

参事兼保育課長 

 

することで対応する人員等の体制を整え、質的な対応を確保してお

ります。 

 

他に質問は、ございますでしょうか。 

 

（質問なし） 

 

ご質問がないようですので、議題（1）を終了いたします。 

続いて、議題（2）飯能市こども計画（こども版）の策定につい

て事務局より説明をお願いいたします。 

 

資料 3 に基づき、「飯能市こども計画（こども版）の策定につい

て」の説明を行った。 

 

説明は以上です。委員の皆様からご質問やご意見はございます

か。 

 

（質問なし） 

 

ご質問がないようですので、議題（2）を終了いたします。 

続いて、議題（3）公立保育所のあり方に関する基本方針に基づ

く保育所の見直し（案）について事務局より説明をお願いいたしま

す。 

 

資料 4 に基づき、「公立保育所のあり方に関する基本方針に基づ

く保育所の見直し（案）について」の説明を行った。 

 

説明は以上です。委員の皆様からご質問やご意見はございます

か。 

 

地域でこどもを育てることも大切だが、こどもの規模が大きい集

団を経験することも大事な経験であると考えます。小規模保育が地

域にとってどのような意味があるのか良く考える必要があり、小学

校だけではなく、学童保育や子育て支援センターなど、様々な機関

の併設を考えるて検討する必要もあると思います。 

 

今年度から各保育所、地域に出向いて説明を始めたところです。 

吾野保育所の小規模保育については、現在 11 人ですが、吾野か
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議長 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

議長 

 

ら東吾野まで 20Km に渡り未就学児の保育施設が全くない状況であ

ることから、市で検討を行い、この提案となっております。また、

地域で孤立しない取り組みとしては、近隣に奥武蔵創造学園がある

ため小・中学校と連携していく方針です。 

 

他の委員の皆さんからもご意見をお願いします。 

 

富士見保育所の説明会も非常に丁寧に説明をいただき、保護者と

しても納得ができ、大きなトラブルも起きていないと思います。他

の保育所も同様に丁寧な対応をお願いします。 

 

富士見保育所の話で、保護者から相談を受けることがありました

が、丁寧に対応していることが判り安心しました。 

 

閉園するという話を聞いていましたが、当事者の保護者がしっか

り意見を伝えて、見通しを持てるような説明をお願いします。 

 

閉園ということは難しい課題だと思いますが、職員の中には飯能

市在住で子育てに取り組んでいる方もいるため、今後も引き続き住

みやすい飯能市を目指して施策に取り組んでいただきたい。 

 

児童相談所の状況として、今年度から一時保護の司法審査が導入

されております。こどもの意見聴取については重要な施策であり、

児童相談所においても、こどもの意見を尊重するような取り組みを

しております。 

 

吾野保育所の小規模保育については、昨年の人権教育実践報告会

で名栗幼稚園の報告があり、小規模保育ではあるが地域の大人と交

流しながら活動している報告があったので、そのような取り組みも

参考して欲しいと思います。 

 

幼稚園の立場から言うと、吾野地区を民間で運用というのは民営

ではできない。そういった地域で保育を行うことが公立の良さでも

あるため、公立だからできること、私立だからできることを踏まえ

て、話し合いの場を設けていけると良いと考えます。 

 

他に質問・ご意見は、ございますでしょうか。 
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（質問なし） 

 

ご質問がないようですので、議題（2）を終了いたします。 

予定していた議題は以上ですので、これにて、議長の任を解かせ

ていただきます。ありがとうございました。 

事務局にお返しします。 

 

 

議事のてん末・概要を記載し、その相違ないことを証するためここに署名します。 

 

  令和   年   月   日 

 

  議長の署名                    

 

 


